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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月24日(2010.11.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の装置と第２の装置とを有する通信ネットワークで距離を計算する方法であって、
　前記第１の装置で、
　予測不可能な有効期間値を選択するステップと、
　前記選択された有効期間値を有するメッセージを前記第２の装置に送信するステップと
、
　前記第２の装置により受信された前記メッセージの有効期間値を有するメッセージを前
記第２の装置から受信するステップと、
　前記選択された有効期間値と前記第２の装置から受信した前記有効期間値とを比較する
ことにより、前記第２の装置への距離を計算するステップと
　を有する方法。
【請求項２】
　前記距離は、前記選択された有効期間値から、前記第２の距離から受信した前記有効期
間値を引くことにより計算される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２の装置と安全認証チャネルを確立するステップを更に有し、
　前記第２の装置から受信した前記メッセージは、前記安全認証チャネルでの受信により
保護される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の装置から受信した前記メッセージは、前記受信メッセージの初期有効期間値
を更に有し、
　前記方法は、前記受信メッセージの有効期間値を読み取るステップを更に有し、
　前記計算するステップは、前記受信メッセージの前記初期有効期間値と前記受信メッセ
ージの前記有効期間値とを比較することを更に有する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の装置への前記メッセージの送信と、前記第２の装置からの前記メッセージの
受信との間のラウンドトリップ時間を測定するステップと、
　前記第２の装置と前記第２の装置により受信された前記メッセージの少なくとも前記有
効期間値とに暗号的に関連付けられた認証データを前記第２の装置から受信するステップ
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と、
　前記認証データを確認するステップと
　を更に有する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　通信ネットワークで距離を計算する方法であって。
　第２の装置で、
　有効期間値を有する第１のメッセージを第１の装置から受信するステップと、
　前記第１のメッセージの初期有効期間値に基づく値を有する第２のメッセージを前記第
１の装置から受信するステップと、
　前記第２のメッセージの値と前記第１のメッセージの前記有効期間値とを比較すること
により、前記第１の装置への距離を計算するステップと
　を有する方法。
【請求項７】
　通信ネットワークで第２の装置への距離を計算するように適合された第１の装置であっ
て、
　予測不可能な有効期間値を選択するように適合されたプロセッサと、
　前記選択された有効期間値を有するメッセージを前記第２の装置に送信し、前記第２の
装置により受信された前記メッセージの有効期間値を有するメッセージを前記第２の装置
から受信するように適合された通信ユニットと
　を有し、
　前記プロセッサは、前記選択された有効期間値と前記第２の装置から受信した前記有効
期間値とを比較することにより、前記第２の装置への距離を計算するように更に適合され
る第１の装置。
【請求項８】
　前記プロセッサは、前記第２の装置からの前記メッセージが受信される安全なチャネル
を確立するように更に適合される、請求項７に記載の第１の装置。
【請求項９】
　通信ネットワークで距離を計算するように適合された第２の装置であって、
　有効期間値を有する第１のメッセージを第１の装置から受信し、前記第１のメッセージ
の初期有効期間値に基づく値を有する第２のメッセージを前記第１の装置から受信するよ
うに適合された通信ユニットと、
　前記初期有効期間値に基づく値と前記第１のメッセージの前記有効期間値とを比較する
ことにより、前記第１の装置への距離を計算するように適合されたプロセッサと
　を有する第２の装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、前記第１の装置からの前記第２のメッセージが受信される安全なチ
ャネルを確立するように更に適合される、請求項９に記載の第２の装置。
【請求項１１】
　請求項６に記載の通信ネットワークで距離を計算する方法に関与するように適合された
第１の装置であって、
　予測不可能な有効期間値を選択するように適合されたプロセッサと、
　前記選択された有効期間値を有する第１のメッセージを前記第２の装置に送信し、前記
選択された有効期間値を有する第２のメッセージを前記第２の装置に送信するように適合
された通信ユニットと
　を有する第１の装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、前記第２のメッセージが前記第２の装置に送信される安全なチャネ
ルを確立するように更に適合される、請求項１１に記載の第１の装置。
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